
本学担当教員実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者

図4 Web based on PBL図3 VR配信

 2020年度グローバルPBL（オンライン）実施報告 

図5 集合写真

長谷川　浩志(機械制御ｼｽﾃﾑ学科)
渡邉　大(機械制御ｼｽﾃﾑ学科)
間野　一則(電子情報ｼｽﾃﾑ学科)
山崎　敦子(情報通信工学科)

図1 最終発表時資料

世界3拠点で開催しているCEP (Cross-cultural Engineering Project)のCEP@FCT/UNLを，サイバーフィジカルPBLとして実施した．参加国は，ポルトガル，スペイン，タイ，マレーシア，ブ
ラジル，日本の学生41名と企業からの参加者3名，計44名である．CEP@FCT/UNLは，イノベーション創出をテーマとしたPBLで，デザインプロセスとプロトタイピングプロセスで構成されて
いる．デザインプロセスは，目的・ニーズからの要求品質展開，感動把握プロセスによる感動品質の導出，QFDマトリックスの作成，QFDマトリックスを用いた矛盾解決を経て仕様を策定
する．プロトタイピングプロセスでは，デザインレビューを経て練られた仕様にもとづき製作するものです．今年は，Webベースで実施することから，成果物をビジネスモデルとし，アイスブ
レイクでは，リアルタイムの雑談や空間内の移動ができるSpatialChatを導入して，リアルな場合と同等の環境を用意した．さらに，サイバーフィジカルPBLの空間として，バーチャルリアリ
ティ技術を用いた場の共有を試みた．これは，Webカメラとマイクを用いたGoogle Meet配信，さらに，360度カメラによるVR画像をアルファコード社のBlinkyチャネルでプライベート配信をし
た．Google Meetと共にヨーロッパ地区，マレーシアから同時にアクセスすることで，新たな驚きを伴った場の共有とコミュニケーションが実現できた．
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